
ダ
ユ
や
イ
０
へ

難
日
試
毫
植
家

和
気
藷
然
新
歳
迎
、
奉
盃
試
筆
賞
元
正
、
東
皇
巡
狩
春
風
国
、

一
曲
黄
鶯
警
鐸
声
警
ハ
天
子
ノ
行
幸
ノ
時
、
ヲ
ト
ヲ
リ
ア
ル
ソ
ト
云
声
ソ
、

鐸
ハ
御
カ
ヘ
リ
タ
ト
云
声
ソ

永
禄
三
（
一
五
六
○
）
年
正
月
元
日
（
鶏
日
）
、
五
山
相
国
寺
の
長
老
ら

の
も
と
に
、
耳
順
に
近
い
前
関
白
、
近
衞
植
家
か
ら
、
新
春
の
試
筆
詩
が
届

け
ら
れ
た
。
禅
僧
た
ち
は
す
ぐ
に
追
和
、
詠
作
は
相
国
寺
廣
徳
軒
の
惟
高
妙

安
の
も
と
に
集
め
ら
れ
た
。
唱
和
詩
の
作
者
は
惟
高
を
は
じ
め
、
仁
如
集
堯
、

玄
圃
霊
三
、
そ
し
て
植
家
の
息
子
で
永
禄
初
年
か
ら
僧
録
を
執
っ
て
い
る
鹿

苑
院
主
、
陽
山
瑞
暉
の
四
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
全
容
が
国
立
公
文
書
館
内
閣

文
庫
蔵
「
惟
高
詩
集
」
所
収
永
禄
三
年
詠
草
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

永
禄
三
年
正
月
の
近
衞
家
の
文
事

は
じ
め
に

永
禄
三
年
正
月
の
近
衞
家
の
文
事

ｌ
近
衞
植
家
新
年
試
筆
詩
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

賜
也
、
年
初
慶
幸
蔑
以
加
焉
、
感
侃
肝
陽
春
芳
調
、
雛
和
弥
歎

就
諸
徒
春
詔
之
列
、
寒
竿
凍
吟
一
章
拝
献
大
閤
々

下
、
歴
電
覧
則
惟
幸
時
分
ニ
テ
モ
ナ
ク
チ
ョ
ウ
シ
ハ
ッ
レ
ナ
ル
曲
ノ
コ
ト
ソ

朝
陽
明
啓
歳
新
迎
、
佳
製
祝
延
青
帝
正
、
十
五
国
風
剛
後
什
、

一
篇
太
雅
入
松
声
相
国
妙
安
退
衲

陽
明
殿
下
春
首
有
尊
製
、
謹
奉
塵
厳
韻
柳
伸
祝
詞
萬

乙
云

年
去
年
来
屡
送
迎
、
君
峨
唐
体
祝
王
正
、
威
儀
高
出
漢
家

上
、
朝
賀
満
門
車
馬
声
雲
間
野
釈
集
堯
頓
首

春
自
鶯
梢
燕
朶
迎
、
河
清
海
晏
建
寅
正
、
陽
明
殿
下
難
晨
祝
、

聴
得
三
呼
万
歳
声
鹿
苑
院

永
禄
三
暦
元
朔

陽
明
殿
下
、
有
新
春
之
尊
詠
、

縄
床
、
四
七
騒
珠
、
燦
々
然
昏
狼
生
光
ノ
重
於
髄
紅
至
｛
玉
、
円

剛
時
圃
舶
有
意
、
吹
著

中
本
大

天 ノ
コ
ト
ソ

一



唱
和
詩
に
続
く
「
古
今
和
歌
集
」
巻
頭
歌
を
踏
ま
え
た
植
家
作
の
発
句
か

ら
は
、
余
裕
や
譜
諺
が
感
じ
ら
れ
る
一
方
、
和
歌
に
は
新
春
を
迎
え
た
植
家

の
過
去
と
の
訣
別
や
未
来
に
向
け
て
の
重
大
な
決
意
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
注
目
し
た
い
。

陽
山
の
慈
照
寺
入
寺
を
直
接
的
な
契
機
と
し
て
、
近
衞
家
が
惟
高
を
中
心

と
す
る
五
山
長
老
と
の
交
流
を
深
め
て
い
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
既
に
拙
稿

（
１
）

で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
唱
和
な
ど
も
た
だ
単
純
に
そ
う
し
た
事
例
の

一
つ
と
考
え
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
長
く
「
実
曉
記
」
の
名
称

で
中
世
文
学
研
究
者
に
も
用
い
ら
れ
て
き
た
、
興
福
寺
別
当
、
光
明
院
実
暁

の
著
録
『
習
見
聴
諺
集
」
巻
六
末
所
収
、
追
和
詩
と
同
じ
永
禄
三
年
正
月
の

連
歌
興
行
記
録
を
参
照
し
つ
つ
、
こ
の
唱
和
詩
の
成
立
事
情
を
検
討
し
、
あ

わ
せ
て
室
町
時
代
末
期
近
衞
家
、
就
中
、
大
閤
植
家
の
文
事
に
つ
い
て
考
察

し
た
い
。

陽
明
殿
下
伏
観
試
筆
春
詩
一
律

愚
蒼
嵐
覧
動
第
胸
、
謹
依

厳
韻
勉
廣
裡
詞

上
献

一
転
洪
鉤
萬
景
迎
、
衣
冠
文
物
賀
新
正
、

太
平
天
子
無
巡
幸
、
柳
巷
花
村
歌
舞
声

天
子
初
元
太
平
日
、
風
揺
花
柳
亦
歓
声
霊
三

ク
ル
春
ハ
道
シ
ア
ル
ョ
ヲ
白
雪
ノ
深
キ
ー
販
ル
ア
ト
モ
タ
ト
ラ
シ

一
夜
ア
ヶ
テ
コ
ソ
ト
ャ
キ
ノ
ウ
ヶ
ウ
ノ
春
植
家

『
習
見
聴
諺
集
」
巻
六
末
、
目
録
に
よ
れ
ば
和
歌
連
歌
雑
記
四
十
二
條
最

後
（
実
際
は
連
歌
雑
記
十
一
條
の
冒
頭
）
の
二
項
目
は
記
事
末
尾
の
記
載
か

ら
永
禄
三
年
正
月
の
連
歌
興
行
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

（
シ
》
）

れ
る
。
以
下
、
本
文
を
引
用
す
る
。

正
月
於
称
名
院
御
即
位
の
前
日
御
興
行
と
な
ん

咲
や
こ
の
花
ひ
と
つ
さ
へ
春
の
花
蒼

以
上
永
禄
三
庚
申
三
五
写
之

千
句
於
京
都
聖
護
院
御
興
行
正
月
五
日
ョ
リ
ト
ャ
ラ
ン

あ
さ
み
と
り
春
そ
め
い
た
す
霞
哉
梅

水
は
れ
て
つ
む
も
雲
ゐ
の
若
葉
哉
金

春
の
夜
は
く
も
る
を
月
の
ひ
か
り
哉
橘

梅
か
香
に
う
ら
み
ぬ
風
の
や
と
り
哉
清
誉

ち
り
く
る
も
の
こ
る
も
雪
は
水
な
わ
哉
宗
狼

き
か

鶯
や
ぬ
さ
み
た
る
か
の
玉
の
こ
ゑ
玄
哉

若
草
の
し
た
、
り
く
た
く
氷
か
な
紹
巴

春
風
を
な
ひ
き
て
さ
そ
ふ
柳
哉
藤
孝

雪
に
き
え
て
入
日
し
つ
け
き
光
り
哉

待
ほ
と
の
心
に
さ
か
ぬ
花
も
な
し

春

■■■■■■■
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そ
の
内
容
は
、
正
月
五
日
か
ら
聖
護
院
で
興
行
さ
れ
た
千
句
連
歌
お
よ
び

同
じ
く
正
月
、
「
御
即
位
の
前
日
」
に
催
さ
れ
た
と
い
う
称
名
院
、
三
条
西

公
条
が
主
宰
し
た
興
行
の
発
句
一
覧
で
あ
る
。
現
存
作
例
は
少
な
い
も
の
の
、

こ
の
時
代
、
禁
裏
や
大
覚
寺
・
聖
護
院
等
の
門
跡
寺
院
で
連
歌
や
和
漢
聯
句

興
行
が
し
ば
し
ば
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
諸
記
録
類
に
見
え
る
と
お
り
で
あ

る
。
他
方
、
公
条
の
連
歌
壇
に
お
け
る
権
威
に
つ
い
て
は
改
め
て
述
べ
る
ま

で
も
あ
る
ま
い
ｃ

記
事
の
概
要
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
「
聖
護
院
御
興
行
」
と
さ
れ
る
千
句

の
参
会
者
は
発
句
詠
出
の
順
に
、
近
衞
植
家
（
一
字
名
・
梅
）
、
大
覚
寺
門

跡
義
俊
（
植
家
弟
、
金
）
、
聖
護
院
門
跡
道
増
（
植
家
弟
、
橘
）
、
不
断
光
院

長
老
清
誉
、
連
歌
師
宗
養
、
連
歌
や
茶
の
湯
の
愛
好
で
知
ら
れ
る
堺
の
辻
玄

哉
、
連
歌
師
紹
巴
、
細
川
藤
孝
（
幽
斎
）
、
そ
し
て
近
衞
家
当
主
で
関
白
の

前
久
（
植
家
息
、
春
）
で
あ
る
。
唯
一
作
者
表
記
の
な
い
第
九
百
韻
の
発
句

作
者
は
、
聖
護
院
で
の
興
行
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
植
家
息
で
聖
護

（
３
）

院
新
門
跡
の
道
澄
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
聖
護
院

で
の
張
行
と
は
言
う
も
の
の
、
第
十
百
韻
発
句
「
待
つ
ほ
と
の
」
を
前
久
が

詠
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
質
的
に
は
近
衞
家
主
宰
の
興
行
と
見
な
し
て

よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
「
正
月
於
称
名
院
御
即
位
の
前
日
御
興
行
」
は
、
三
条
西
公
条

（
一
字
名
・
蒼
）
の
発
句
が
記
載
さ
れ
る
の
み
で
、
永
禄
三
年
正
月
二
十
七

日
に
挙
行
さ
れ
た
正
親
町
天
皇
の
即
位
礼
前
日
の
興
行
で
あ
る
と
い
う
以

外
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
公
条
の
詠
作
と
併
せ
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
「
聖
護
院

永
禄
三
年
正
月
の
近
衞
家
の
文
事

御
興
行
」
の
千
句
連
歌
が
正
親
町
天
皇
の
即
位
式
を
祝
し
た
も
の
と
し
て
企

図
さ
れ
、
南
都
の
実
暁
を
は
じ
め
周
囲
も
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
で
あ

ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

弘
治
三
（
一
五
五
七
）
年
に
後
奈
良
天
皇
の
崩
御
を
う
け
て
践
酢
し
た
正

親
町
天
皇
の
即
位
礼
は
、
宮
中
の
逼
迫
し
た
財
政
状
況
の
た
め
に
挙
行
も
儘

な
ら
ず
延
引
、
毛
利
元
就
の
資
金
提
供
の
も
と
、
三
年
後
の
永
禄
三
年
に
よ

う
や
く
実
現
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
即
位
礼
を
間
近
に
控

え
た
公
卿
の
動
向
や
人
間
関
係
は
、
『
言
継
卿
記
」
か
ら
微
細
に
窺
う
こ
と

が
で
き
る
。
以
下
、
関
連
記
事
を
検
討
す
る
。

一
日
：
：
○
：
：
細
川
兵
部
大
輔
：
：
礼
に
来
云
々
○
午
時
内
蔵
頭
近

衞
殿
へ
御
雇
之
間
参
、
暮
々
帰
宅

含
言
継
卿
記
』
永
禄
三
年
正
月
一
日
）

元
日
、
山
科
邸
に
は
早
く
も
第
八
百
韻
の
発
句
を
詠
出
す
る
細
川
兵
部
大

輔
藤
孝
が
新
年
の
礼
を
取
る
た
め
に
訪
れ
て
お
り
、
言
継
と
の
親
交
が
垣
間

見
え
る
。
午
後
か
ら
は
言
継
息
の
内
蔵
頭
言
経
が
家
司
と
し
て
仕
え
る
近
衞

家
へ
参
勤
し
て
い
る
。
言
経
の
近
衞
家
へ
の
出
仕
は
将
軍
（
足
利
義
輝
）
邸

に
参
上
し
た
三
日
を
含
め
る
と
連
日
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
聖
護
院
で
連
歌
が
興
行
さ
れ
た
と
い
う
五
日
に
つ
い
て
は
、

五
日
：
：
○
早
旦
内
蔵
頭
参
近
衞
殿
、
晩
頭
帰
宅
了

二
言
継
卿
記
」
永
禄
三
年
正
月
五
日
）

と
あ
る
の
み
で
、
同
日
は
禁
裏
で
千
秋
萬
歳
が
催
さ
れ
、
言
継
ら
公
卿
の
多

く
は
そ
ち
ら
へ
伺
候
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
か
ら
千
句

連
歌
が
興
行
さ
れ
た
と
は
、
到
底
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
は
た
し
て
、

一
一
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七
日
の
条
に
、

七
日
：
：
○
自
近
衞
殿
御
使
有
之
、
従
今
日
於
大
覚
寺
殿
御
千
句
有
之
、

彼
門
跡
へ
可
参
云
々
、
嘉
例
之
祝
以
後
参
了
、
亥
下
刻
帰
宅
云
云

含
言
継
卿
記
」
永
禄
三
年
正
月
七
日
）

と
あ
り
、
傍
線
部
、
千
句
連
歌
は
正
月
七
日
か
ら
大
覚
寺
門
跡
で
、
公
卿
も

交
え
て
興
行
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
近
衞
家
と
の
親
呪
な
関

係
を
考
え
て
も
、
言
継
が
日
時
や
場
所
を
誤
記
し
た
可
能
性
は
極
め
て
低
く
、

畢
寛
「
習
見
聴
諺
集
」
の
記
載
は
誤
り
と
見
倣
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
更
に
、

第
二
百
韻
発
句
を
大
覚
寺
義
俊
が
出
詠
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
「
聖
護
院

御
興
行
正
月
五
日
」
は
「
大
覚
寺
御
興
行
正
月
七
日
」
の
錯
誤
で
あ
る

蓋
然
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
第
九
百
韻
の
発
句
作
者
は
大
覚

寺
新
門
主
で
、
聖
護
院
道
澄
と
同
じ
く
植
家
息
の
義
性
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

よ
う
。
た
だ
し
、
永
禄
三
年
当
時
は
聖
護
院
・
大
覚
寺
と
も
に
近
衞
尚
通
お

よ
び
植
家
の
子
息
が
門
主
・
新
門
主
を
二
代
に
わ
た
っ
て
継
承
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
混
同
さ
れ
た
の
は
単
純
な
誤
り
と
は
言
い
切
れ
ず
、
勘
案
す
べ

き
事
情
も
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
「
御
即
位
の
前
日
御
興
行
」
の
三
条
西
家
で
の
連
歌
会
の
背
景
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

永
禄
二
年
十
一
月
十
六
日
、
決
定
し
た
即
位
式
日
程
は
、
同
月
二
十
七
日

の
将
軍
義
輝
の
申
し
入
れ
に
よ
り
延
期
、
永
禄
三
年
正
月
挙
行
と
定
め
ら
れ

一
一

た
。
し
か
し
実
際
は
、
永
禄
三
年
正
月
十
六
日
『
言
継
卿
記
」
の
「
○
三
好

修
理
大
夫
前
筑
前
守
、
上
洛
云
々
」
と
い
う
三
好
長
慶
上
洛
の
記
事
を
承
け
、

十
八
日
条
に
は
、
「
○
御
即
位
来
廿
七
日
へ
御
延
引
云
々
、
自
三
伝
奏
案
内

有
之
」
と
あ
り
、
御
即
位
伝
奏
の
万
理
小
路
惟
房
、
柳
原
資
定
、
勧
修
寺
尹

（
４
）

豊
ら
か
ら
即
位
式
延
期
が
報
告
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
『
言
継
卿
記
』
同
月

二
十
日
条
に
、

廿
日
：
：
：
○
自
柳
原
勧
修
寺
使
者
有
之
、
三
好
南
方
に
隙
入
之
間
、

御
即
位
於
御
延
引
者
可
罷
下
云
々
、
佃
可
為
来
廿
三
日
之
由
有
之
、
装

束
以
下
之
事
に
、
及
数
度
使
有
之
、
○
大
内
記
被
来
、
就
御
即
位
之
儀

被
申
儀
有
之
、
○
申
刻
参
内
、
右
衞
門
督
長
橋
局
迄
召
寄
、
御
礼
服
、

大
袖
、
小
袖
、
御
裳
、
玉
冠
、
玉
侃
、
綬
等
検
知
之
、
玉
冠
玉
侃
損
之

間
此
方
へ
申
出
之
、
総
別
御
礼
服
内
蔵
頭
平
生
預
申
者
也
、
雌
然
近
代

文
庫
無
之
間
被
置
御
倉
、
三
十
余
日
以
前
此
方
へ
申
出
加
修
理
之
処
、

今
度
以
新
儀
不
被
出
之
、
不
可
説
々
々
々

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
三
好
長
慶
の
入
京
及
び
相
伴
衆
任
命
に
と
も
な
う
即

位
式
へ
の
実
質
的
関
与
を
め
ぐ
っ
て
、
公
卿
と
の
微
妙
な
駆
け
引
き
の
な
か
、

詳
し
い
事
情
は
不
明
な
が
ら
、
即
位
式
実
施
日
を
二
十
三
日
と
す
る
旨
の
情

報
も
御
即
位
伝
奏
の
柳
原
家
や
勧
修
寺
家
か
ら
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

ブ
（
》
○

多
少
の
混
乱
の
中
、
儀
式
の
装
束
調
進
を
家
職
と
す
る
山
科
家
で
は
衣
裳

や
持
具
の
検
分
に
余
念
が
な
い
一
方
、
宮
廷
に
お
け
る
緩
慢
な
管
理
や
連
絡

不
行
届
き
に
憤
憩
を
隠
せ
な
い
様
子
が
窺
え
る
。
そ
う
し
た
言
継
の
苛
立
ち

を
意
に
介
す
る
こ
と
な
く
、
正
親
町
天
皇
は
ひ
た
す
ら
公
条
を
重
用
し
て
い

四



傍
線
部
、
『
言
継
卿
記
」
で
は
全
く
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
天
皇
か
ら
称
名

院
（
公
条
）
へ
の
儀
礼
、
す
な
わ
ち
有
職
故
実
全
般
に
お
け
る
深
い
崇
敬
を

第
一
に
述
べ
た
後
、
言
継
の
心
中
の
盆
感
は
「
帥
そ
ん
し
た
る
所
な
を
す
と

て
申
い
た
さ
る
る
・
」
と
い
う
淡
々
と
し
た
描
写
に
鞘
晦
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
天
皇
の
公
条
へ
の
信
頼
は
、
職
掌
に
対
す
る
言
継
の
滑
持
を
傷
つ
け

る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

永
禄
二
年
三
月
六
日
開
始
の
『
帝
範
」
進
講
な
ど
（
注
５
）
、
往
時
、
文

壇
の
重
鎮
と
し
て
の
称
名
院
に
対
す
る
天
皇
の
尊
崇
は
計
り
し
れ
な
い
も
の

が
あ
っ
た
。
そ
の
最
大
の
理
解
者
で
あ
る
天
皇
の
即
位
礼
前
日
、
公
条
が
表

す
べ
き
慶
賀
の
意
の
発
露
が
連
歌
会
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
そ
の
「
御
即
位
の
前
日
」
と
は
何
時
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
前

述
の
よ
う
に
、
即
位
式
の
日
程
は
度
重
な
る
延
期
を
め
ぐ
っ
て
多
少
の
混
乱

が
あ
っ
た
。
実
際
、
『
言
継
卿
記
」
一
月
二
十
二
日
条
に
は
、

た
。
「
お
湯
殿
の
上
の
日
記
」
（
続
群
書
類
従
補
遺
三
）
の
同
日
、
一
月
二
十

日
条
に
は
同
じ
場
面
、
「
言
継
卿
記
」
で
は
言
及
さ
れ
な
い
事
の
顛
末
が
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

称
名
院
め
し
て
。
萬
御
し
ょ
く
ゐ
の
事
。
ま
つ
御
み
ま
に
て
た
つ
ね
ら

れ
て
。
其
後
常
御
所
に
て
二
こ
ん
ま
い
る
。
二
こ
ん
め
御
し
ゃ
く
に
て

た
ふ
。
帥
。
言
継
。
永
親
朝
臣
。
長
橋
。
御
礼
服
。
玉
冠
な
と
見
ま
い

ら
せ
ら
る
る
。
玉
冠
。
玉
侃
は
。
帥
そ
ん
し
た
る
所
な
を
す
と
て
申
い

廿
二
日
：
：
○
葉
室
女
房
衆
上
洛
、
御
即
位
明
日
之
由
也
、
但
来
廿
七

日
へ
御
延
引
也
、
女
中
宮
笥
樽
以
下
済
々
云
々
、
此
方
に
今
日
逗
留
也
、

た
さ
る
る
。永

禄
三
年
正
月
の
近
衞
家
の
文
事

諸
卿
が
即
位
式
の
準
備
に
奔
走
し
て
い
た
永
禄
三
年
正
月
、
大
閤
近
衞
植

家
の
心
情
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
再
度
、
冒
頭
の
唱
和

詩
に
立
ち
返
り
た
い
。

実
息
陽
山
と
惟
高
妙
安
と
の
師
弟
関
係
を
契
機
に
、
植
家
が
五
山
の
長
老

と
の
徴
逐
を
盛
ん
に
し
て
い
っ
た
さ
ま
は
、
前
代
の
三
条
西
実
隆
と
東
福
寺

の
了
庵
桂
悟
と
の
交
友
の
例
な
ど
を
坊
佛
と
さ
せ
、
決
し
て
特
異
な
も
の
で

（
６
）

は
な
い
。
一
見
す
る
と
、
先
に
挙
げ
た
「
惟
高
詩
集
』
所
収
の
鶏
日
試
筆
唱

和
詩
は
近
衞
家
恒
例
の
催
し
を
記
録
し
た
よ
う
に
も
受
け
取
れ
る
。
し
か
も
、

こ
こ
で
植
家
の
試
筆
詩
に
応
じ
た
五
山
僧
は
こ
れ
以
降
も
近
衞
家
の
文
事
と

（
『
ｊ
）

深
く
関
わ
っ
て
い
く
学
僧
ば
か
り
で
あ
る
。
既
に
拙
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、

詩
文
や
聯
句
、
講
説
な
ど
五
山
学
僧
に
不
可
欠
な
学
識
の
総
て
に
通
じ
た
惟

高
・
仁
如
は
天
文
・
永
禄
年
間
を
代
表
す
る
文
学
僧
で
あ
っ
た
。
特
に
惟
高

は
慈
照
寺
入
寺
以
来
の
陽
山
の
後
見
役
と
し
て
、
禅
僧
と
近
衞
家
と
の
交
流

禁
中
見
物
也
、
小
御
所
御
庭
予
令
見
之
、

と
あ
る
よ
う
に
、
傍
線
部
、
延
引
日
時
を
誤
っ
て
二
十
二
日
を
即
位
式
前
日

と
思
い
込
ん
で
い
た
も
の
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
管
見
の
限
り
、

二
十
二
日
前
後
や
、
実
際
の
即
位
式
前
日
に
あ
た
る
二
十
六
日
前
後
に
も
公

条
の
連
歌
会
に
言
及
す
る
史
資
料
は
見
出
せ
な
い
。
逆
に
そ
れ
は
、
こ
の
連

歌
会
が
公
条
邸
で
の
私
的
な
興
行
で
あ
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
と
も
考
え
ら

れ
よ
う
。

一
一
一

五



の
核
と
な
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
陽
山
が
永
禄
七
年
七
月
に
遷

化
し
、
惟
高
が
永
禄
十
一
年
に
示
寂
し
て
以
降
も
、
仁
如
が
聖
護
院
道
澄
や

紹
巴
と
の
交
流
を
端
緒
に
近
衞
家
一
門
と
の
親
交
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
惟
高
の
絶
大
な
存
在
感
の
賜
物
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
玄
圃
霊
三
は
足
利
義
輝
に
仕
え
、
後
に
細
川
家
の
家
老
職
を
務
め

た
松
井
康
之
の
叔
父
で
、
後
に
豊
臣
秀
吉
の
腹
心
と
し
て
、
朝
鮮
と
の
外
交

に
腐
心
し
た
学
僧
で
あ
る
。
永
禄
三
年
当
時
は
二
十
五
歳
、
仁
如
門
下
の
俊

英
で
あ
っ
た
。
唱
和
詩
に
そ
の
名
を
列
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
玄
圃
こ
そ

が
細
川
藤
孝
と
近
衞
家
の
交
流
の
深
化
に
寄
与
し
た
人
物
で
あ
っ
た
と
付
度

（
８
）

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
周
知
の
よ
う
に
足
利
義
輝
の
母
親
、
つ
ま
り
足
利
義
晴
北
方
慶
寿

院
は
植
家
の
父
に
あ
た
る
近
衞
尚
通
息
女
、
植
家
の
姉
妹
で
あ
る
。
義
輝
は

植
家
の
甥
で
あ
っ
た
。
永
禄
元
年
十
一
月
二
十
七
日
、
六
角
義
賢
の
斡
旋
で

三
好
長
慶
と
和
睦
、
入
京
し
た
義
輝
は
、
十
二
月
二
十
三
日
、
従
姉
妹
で
あ

（
’
９
）

る
植
家
息
女
と
成
婚
す
る
。
将
軍
家
と
近
衞
家
の
絆
は
更
に
強
固
な
も
の
と

な
っ
た
。

翌
永
禄
二
年
四
月
、
義
輝
に
促
さ
れ
て
上
洛
し
た
長
尾
景
虎
（
上
杉
謙
信
）

と
面
会
し
た
近
衞
家
当
主
前
久
は
、
六
月
、
誓
書
を
も
っ
て
越
後
下
向
を
約

束
し
た
も
の
の
、
翌
七
月
、
義
輝
ら
の
慰
留
に
よ
り
、
ひ
と
ま
ず
下
向
を
思

い
と
ど
ま
る
。
父
と
し
て
の
植
家
の
心
痛
を
除
い
た
の
は
義
輝
だ
っ
た
の
で

あ
る
。同

年
八
月
、
醍
醐
寺
理
性
院
厳
助
の
記
録
『
厳
助
大
僧
正
記
」
（
続
群
書

類
従
雑
部
所
収
）
に
拠
る
と
、
義
輝
は
近
衞
邸
に
隣
接
す
る
武
衞
陣
に
武
家

（
旧
）

御
所
（
公
方
御
所
）
を
建
造
す
る
。
幕
府
や
将
軍
の
権
威
も
一
応
の
回
復
を

示
し
、
洛
中
は
久
方
ぶ
り
の
静
識
を
取
り
戻
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
時
期
で

あ
れ
ば
こ
そ
、
正
親
町
天
皇
の
即
位
式
挙
行
も
可
能
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

永
禄
三
年
正
月
は
近
衞
植
家
が
家
運
を
賭
け
、
命
運
を
共
に
す
る
こ
と
を
決

し
、
頼
り
と
も
し
た
足
利
十
三
代
将
軍
義
輝
が
、
そ
の
地
位
に
ふ
さ
わ
し
い

（
Ⅲ
）

威
儀
を
示
し
得
た
慶
賀
の
年
始
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
植
家
の
心
の
充
実
、
そ
れ
を
端
的
に
表
し
た
も
の
こ
そ
が
冒
頭

に
掲
げ
た
試
筆
詩
で
あ
っ
た
。

そ
の
表
現
を
詳
細
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

和
気
謁
然
新
歳
迎
和
気
藷
然
と
し
て
新
歳
を
迎
ふ

奉
盃
試
筆
賞
元
正
盃
を
奉
り
試
筆
、
元
正
を
賞
す

東
皇
巡
狩
春
風
国
東
皇
は
巡
狩
す
春
風
の
国

一
曲
黄
鶯
警
鐸
声
一
曲
の
黄
鶯
は
警
躁
の
声
な
ら
ん

大
意
は
「
和
や
か
で
穏
や
か
な
空
気
に
満
ち
溢
れ
た
新
年
の
朝
、
盃
を
拝
し

試
筆
詩
を
製
し
て
元
日
を
寿
ぐ
。
春
の
神
が
巡
り
来
る
と
よ
う
や
く
春
風
が

諸
国
に
そ
よ
ぐ
と
い
う
が
、
う
ぐ
い
す
の
歌
声
が
そ
の
先
導
役
を
つ
と
め
て

く
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
」
と
な
ろ
う
か
。
常
套
的
な
表
現
で
は
あ
る
も
の

の
、
初
句
「
和
気
調
然
」
は
ま
さ
に
植
家
の
束
の
間
の
安
寧
を
実
感
さ
せ
る

表
現
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
試
筆
詩
結
句
の
措
辞
に
惟
高
は

「
警
ハ
天
子
ノ
行
幸
ノ
時
、
ヲ
ト
ヲ
リ
ァ
ル
ソ
ト
云
声
ソ
、
鐸
ハ
御
カ
ヘ
リ

（
瞳
）

タ
ト
云
声
ソ
」
と
い
う
注
を
記
し
て
い
る
。
さ
ほ
ど
難
語
と
も
思
わ
れ
な
い

「
警
躁
」
に
言
及
す
る
の
は
、
初
学
向
け
に
集
め
ら
れ
た
禅
林
詩
会
の
記
録

で
あ
る
と
い
う
『
惟
高
詩
集
」
自
体
の
性
格
も
考
慮
す
る
必
要
は
あ
る
も
の

ユー

ノ、



の
、
こ
の
穂
家
詠
で
描
か
れ
た
春
の
神
、
東
皇
の
到
来
に
太
平
の
世
の
天
皇

出
御
を
重
ね
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

続
い
て
惟
高
は
次
の
よ
う
に
唱
和
す
る
。

永
禄
三
暦
元
朔

陽
明
殿
下
、
有
新
春
之
尊
詠
、
縦
時
風
伯
有
意
、
吹
著
子
野
衲
縄
床
、

四
七
騒
珠
、
燦
々
然
昏
眼
生
光
、
重
於
随
和
至
宝
、
是
天
賜
也
、
年

初
慶
幸
蔑
以
加
焉
、
感
侃
肝
陽
春
芳
調
、
雌
和
弥
歎
就
諸
徒
春
詔
之

列
、
寒
竿
凍
吟
一
章
拝
献
大
閤
々
下
、
歴
電
覧
則
惟
幸

（
永
禄
三
暦
元
朔
、
陽
明
殿
下
、
新
春
の
尊
詠
有
り
、
縦
ひ
時
に
風
伯
に

意
有
り
と
も
、
野
衲
の
縄
床
に
吹
著
し
、
四
七
の
騒
珠
、
燦
々
然
と
し
て

昏
眼
に
光
を
生
ぜ
し
む
る
こ
と
、
随
・
和
の
至
宝
よ
り
も
重
し
。
是
れ
天
賜

な
り
。
年
初
の
慶
幸
、
蔑
め
ど
も
っ
て
こ
こ
に
加
へ
ん
。
陽
春
の
芳
調
を
感

侃
し
、
和
す
と
難
も
い
よ
い
よ
歎
か
は
し
き
は
、
諸
徒
春
詔
の
列
に
就
く
こ

と
な
れ
ど
、
寒
竿
凍
吟
一
章
も
て
大
閤
々
下
に
拝
献
す
。
電
覧
を
歴
れ
ぱ
則

ち
惟
だ
幸
ひ
な
り
。
）

朝
陽
明
啓
歳
新
迎
朝
陽
明
る
く
啓
け
て
歳
新
を
迎
へ

佳
製
祝
延
青
帝
正
佳
製
に
て
青
帝
の
正
を
祝
延
す

十
五
国
風
冊
後
什
十
五
国
風
冊
後
の
什
な
れ
ば

一
篇
太
雅
入
松
声
一
篇
の
太
雅
松
声
に
入
ら
ん

大
意
は
「
初
陽
が
の
ぼ
り
新
年
を
迎
え
た
朝
、
大
閤
殿
下
は
春
の
神
の
徳
を

寿
ぐ
詠
作
を
も
の
さ
れ
た
。
惜
し
む
ら
く
は
時
代
が
合
わ
ず
そ
の
詩
篇
を

『
毛
詩
」
国
風
の
編
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
の
、
殿
下
の
尊
詠
は

太
平
の
御
世
を
も
た
ら
す
た
よ
り
と
な
り
ま
し
ょ
う
」
と
な
る
。
結
句
は
唐

永
禄
三
年
正
月
の
近
衞
家
の
文
事

代
の
詩
人
、
章
孝
標
の
「
風
不
鳴
條
」
六
韻
の
冒
頭
「
旭
日
懸
情
景
、
微
風

在
緑
條
、
入
松
声
不
発
、
過
柳
影
空
揺
」
に
拠
る
。
静
證
に
治
ま
っ
た
平
穏

な
る
御
代
を
祝
う
表
現
で
あ
る
。

次
に
相
国
寺
雲
頂
院
の
仁
如
の
和
韻
詩
で
あ
る
。

陽
明
殿
下
春
首
有
尊
製
、
謹
奉
塵
厳
韻
柳
伸
祝
詞
萬
乙
云

（
陽
明
殿
下
春
首
の
尊
製
有
り
。
謹
ん
で
厳
韻
を
塵
し
奉
り
、
卿
か
祝
詞

を
伸
べ
萬
乙
云
ふ
の
み
）

年
去
年
来
屡
送
迎
年
去
り
年
来
り
て
送
迎
屡
ば
な
り
（
注
邑

君
峨
唐
体
祝
王
正
君
は
唐
体
を
峨
し
王
正
を
祝
す

威
儀
高
出
漢
家
上
威
儀
は
高
く
漢
家
の
上
に
出
づ

朝
賀
満
門
車
馬
声
朝
賀
せ
ん
と
門
に
満
つ
車
馬
の
声

解
釈
は
「
年
を
重
ね
る
ご
と
に
交
流
を
深
め
て
く
だ
さ
っ
た
と
は
言
う
も
の

の
、
今
年
は
大
閤
殿
下
が
漢
詩
を
詠
じ
て
天
子
の
徳
行
に
満
ち
た
新
年
正
月

を
お
祝
い
に
な
る
特
別
な
年
で
あ
る
。
邦
家
の
威
光
は
中
国
に
比
し
て
も
遜

色
な
く
、
門
前
は
朝
賀
に
訪
れ
る
車
馬
の
声
で
溢
れ
て
い
る
」
。
こ
の
唱
和

詩
起
承
句
か
ら
も
、
植
家
の
試
筆
詩
が
決
し
て
恒
例
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が

窺
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
鹿
苑
院
陽
山
の
唱
和
、

春
自
鶯
梢
燕
朶
迎
春
は
鶯
梢
・
燕
朶
よ
り
迎
へ

河
清
海
晏
建
寅
正
河
は
清
み
海
は
晏
ら
か
な
り
建
寅
の
正

陽
明
殿
下
難
晨
祝
陽
明
殿
下
難
晨
の
祝
ひ

聴
得
三
呼
万
歳
声
聴
き
得
た
り
三
呼
万
歳
の
声

「
鶯
や
燕
の
さ
え
ず
り
は
春
の
到
来
を
告
げ
、
天
子
の
徳
行
の
も
と
河
海

七



も
静
か
に
治
ま
る
こ
の
新
年
、
陽
明
殿
下
の
元
旦
の
祝
詞
に
呼
応
す
る
た
め

で
あ
ろ
う
か
、
万
歳
を
三
呼
す
る
声
が
わ
た
く
し
の
耳
に
も
届
い
て
く
る
」
。

最
後
は
玄
圃
の
作
で
あ
る
。

陽
明
殿
下
伏
観
試
筆
春
詩
一
律

愚
蒼
嵐
覧
動
第
胸
、
謹
依

厳
韻
勉
廣
偲
詞

上
献

（
川
）

（
陽
明
殿
下
、
伏
し
て
試
筆
春
詩
一
律
を
観
れ
ば
、
愚
蒼
嵐
覧
動
第
胸
、

謹
ん
で
厳
韻
に
依
り
て
樫
詞
を
贋
ぎ
、
上
献
し
た
て
ま
つ
る
）

一
転
洪
鉤
萬
景
迎
一
転
洪
鉤
、
萬
景
迎
へ

衣
冠
文
物
賀
新
正
衣
冠
文
物
、
新
正
を
賀
す

太
平
天
子
無
巡
幸
太
平
な
れ
ば
天
子
巡
幸
も
無
く

柳
巷
花
村
歌
舞
声
柳
巷
花
村
も
歌
舞
の
声

「
造
化
の
力
で
天
も
改
ま
り
、
待
ち
望
ん
で
い
た
す
べ
て
の
景
物
が
そ
れ

を
歓
迎
し
、
礼
法
も
充
実
し
、
新
年
を
寿
い
で
い
る
。
世
は
太
平
で
天
子
の

巡
狩
す
ら
不
要
、
春
色
の
巷
村
か
ら
は
祝
い
の
歌
舞
の
声
が
聞
こ
え
て
く

る
」
。
第
三
句
「
天
子
無
巡
幸
」
か
ら
居
を
定
め
難
い
天
皇
を
は
じ
め
、
戦

禍
を
避
け
て
流
浪
し
て
い
た
将
軍
や
公
卿
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
を
忌
避
し
た

の
か
、
転
結
句
は
、

天
子
初
元
太
平
日
天
子
初
元
は
太
平
日

風
揺
花
柳
亦
歓
声
風
、
花
柳
を
揺
ら
せ
ば
亦
た
歓
声

と
い
う
措
辞
に
改
め
ら
れ
た
。
意
味
は
「
天
子
様
が
お
迎
え
に
な
る
元
旦
初

如
上
の
試
筆
唱
和
詩
の
う
ち
、
仁
如
の
作
品
の
み
、
そ
の
別
集
『
鎭
氷
集
」

や
『
翰
林
五
鳳
集
」
巻
十
二
「
試
筆
和
分
韻
」
部
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

と
も
に
第
三
句
の
措
辞
「
漢
家
上
」
を
「
漢
宮
上
」
と
す
る
異
同
は
あ
る
も

（
胴
）

の
の
、
他
の
詩
句
は
『
惟
高
詩
集
」
所
収
本
文
と
同
一
で
あ
る
。
ま
た
『
惟

高
詩
集
」
は
も
ち
ろ
ん
、
編
年
配
列
の
『
鎮
氷
集
」
に
も
近
衞
家
関
係
の
新

春
試
筆
詩
へ
の
唱
和
詩
は
こ
の
例
以
外
に
見
出
せ
ず
、
当
初
の
予
想
に
反
し
、

陽
は
太
平
の
あ
か
し
、
花
柳
を
揺
す
る
風
は
天
下
を
乱
す
ど
こ
ろ
か
、
歓
声

を
運
ぶ
も
の
と
な
ろ
う
」
。
こ
の
玄
圃
の
唱
和
詩
か
ら
は
特
に
即
位
礼
を
契

機
と
し
た
世
情
の
安
寧
を
翼
う
心
情
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

如
上
、
四
僧
の
唱
和
詩
は
す
べ
て
世
に
天
子
の
徳
が
行
き
渡
る
た
め
に
は
、

大
閤
殿
下
の
輔
佐
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
賛
美
す
る
内
容
で
一
致
し
て
い

る
。
そ
う
し
た
唱
和
に
励
精
さ
れ
た
か
ら
か
、
植
家
は
返
歌
一
首
と
発
句
一

句
を
製
し
た
。

ク
ル
春
ハ
道
シ
ァ
ル
ョ
ヲ
白
雪
ノ
深
キ
ー
販
ル
ア
ト
モ
タ
ト
ラ
シ

一
夜
ア
ヶ
テ
コ
ソ
ト
ヤ
キ
ノ
ウ
ヶ
ウ
ノ
春
植
家

こ
う
し
た
詠
作
は
往
々
に
し
て
当
座
性
が
強
い
。
確
か
に
発
句
か
ら
は
即

興
的
な
色
合
い
も
濃
く
感
じ
ら
れ
る
も
の
の
和
歌
は
異
質
で
あ
る
。
こ
の
返

歌
か
ら
は
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
道
の
あ
る
こ
と
を
自
ら
に
言
い
聞
か
せ
る
よ

う
な
、
二
度
と
後
戻
り
は
で
き
な
い
と
い
う
、
植
家
の
悲
壮
と
も
言
う
べ
き

決
意
表
明
が
読
み
取
れ
る
、
と
す
る
の
も
穿
ち
過
ぎ
で
は
あ
る
ま
い
。

四
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大
閤
と
五
山
学
僧
と
の
こ
う
し
た
営
為
は
決
し
て
恒
例
で
は
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
な
ら
ば
そ
こ
に
「
永
禄
三
年
正
月
」
と
い
う
期
日
の
特
異
性
を

見
出
し
て
い
く
の
も
決
し
て
無
意
味
で
は
あ
る
ま
い
。

正
親
町
天
皇
の
即
位
式
は
将
軍
足
利
義
輝
が
帰
京
、
三
好
長
慶
と
和
睦
し
、

洛
中
の
平
穏
が
保
た
れ
て
い
る
と
い
う
諸
条
件
が
満
た
さ
れ
た
中
で
挙
行
さ

れ
た
。
そ
し
て
植
家
は
、
将
軍
義
輝
と
命
運
を
共
に
す
る
こ
と
を
選
択
し
た
。

二
条
良
基
の
よ
う
に
大
樹
（
将
軍
）
を
扶
持
す
る
道
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

将
軍
家
と
摂
家
筆
頭
の
近
衞
家
と
の
結
束
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
不

安
材
料
を
払
拭
す
る
試
み
こ
そ
が
植
家
の
元
旦
試
筆
詩
で
あ
っ
た
と
は
考
え

ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

だ
と
す
る
と
、
そ
の
試
筆
詩
と
和
漢
一
対
と
な
る
べ
き
営
み
が
同
年
正
月

五
日
興
行
開
始
の
大
覚
寺
千
句
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
た
と
え
ば
第
八
百

韻
発
句
の
藤
孝
詠
「
春
風
を
な
ひ
き
て
さ
そ
ふ
柳
哉
」
と
玄
圃
作
の
唱
和
詩

結
句
「
風
揺
花
柳
亦
歓
声
」
の
類
似
性
や
、
第
十
百
韻
の
前
久
作
発
句
「
待

ほ
と
に
心
に
さ
か
ぬ
花
も
な
し
」
が
追
和
詩
に
対
す
る
植
家
の
返
歌
「
ク
ル

春
ハ
」
と
意
味
の
上
で
も
呼
応
す
る
表
現
に
な
り
得
て
い
る
こ
と
は
単
な
る

偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。
ま
た
、
近
衞
家
の
一
門
に
近
衞
家
主
催
月
次
歌
会
の

常
連
で
あ
っ
た
宗
養
・
紹
巴
等
の
連
歌
師
、
更
に
将
軍
を
補
佐
す
る
細
川
藤

孝
を
加
え
た
連
衆
は
、
近
衞
家
と
将
軍
家
が
両
輪
と
な
っ
て
支
え
る
正
親
町

天
皇
の
治
世
を
寿
ぐ
に
ふ
さ
わ
し
い
人
選
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ら

ば
、
作
者
表
記
の
な
い
第
九
百
韻
は
将
軍
足
利
義
輝
の
詠
出
で
あ
っ
た
可
能

性
も
皆
無
で
は
あ
る
ま
い
。

永
禄
三
年
正
月
の
近
衞
家
の
文
事

即
位
式
挙
行
か
ら
六
ヵ
月
後
の
六
月
十
九
日
、
義
輝
は
新
造
な
っ
た
近
衞

御
所
に
移
徒
し
急
お
湯
殿
の
上
の
日
記
」
）
、
し
ば
し
平
穏
な
日
々
が
過
ぎ

る
。
し
か
し
そ
の
数
ヶ
月
後
、
関
白
在
京
と
い
う
父
の
願
い
に
反
し
て
、
近

衞
前
久
は
越
後
下
向
を
決
行
、
そ
の
後
は
大
閤
の
意
を
承
け
た
聖
護
院
・
大

覚
寺
の
旧
新
門
主
が
頻
繁
に
諸
国
に
下
向
し
、
和
平
の
調
停
に
腐
心
し
た
こ

と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
う
し
た
動
乱
期
を
背
景
に
、
一
門
の
予
祝
の

た
め
に
植
家
を
中
心
と
す
る
近
衞
一
門
が
企
図
し
た
営
為
が
試
筆
唱
和
と
千

句
連
歌
と
い
う
和
漢
一
対
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
当
時
の
文
壇
の
特
色
を
端
的

に
示
す
も
の
と
し
て
、
文
学
史
的
に
注
目
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
五
山
学
僧

と
連
歌
師
と
い
う
、
応
仁
文
明
年
間
前
後
、
室
町
幕
府
将
軍
の
庇
護
の
も
と

文
学
的
達
成
を
成
し
遂
げ
た
双
壁
を
、
幕
府
弱
体
化
後
、
将
軍
家
と
の
関
係

を
強
め
た
近
衞
家
が
、
ま
る
で
そ
の
遺
産
を
受
け
継
ぐ
か
の
よ
う
に
牽
引
し

た
。
こ
の
後
、
永
禄
年
間
か
ら
天
正
年
間
に
か
け
て
、
両
文
壇
の
泰
斗
で
あ

る
連
歌
師
の
紹
巴
と
五
山
の
仁
如
・
策
彦
を
引
き
合
わ
せ
る
の
が
聖
護
院
道

澄
や
大
覚
寺
義
性
で
あ
っ
た
こ
と
に
考
え
及
ぶ
な
ら
ば
、
そ
の
前
段
階
、
す

で
に
主
導
者
と
し
て
の
役
割
に
自
覚
的
で
あ
っ
た
近
衞
植
家
の
存
在
意
義
は

更
に
称
揚
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

注（
１
）
拙
稿
「
天
文
・
永
禄
年
間
の
雅
交
ｌ
仁
如
集
堯
・
策
彦
周

良
・
紹
巴
そ
し
て
聖
護
院
道
澄
」
（
伊
井
春
樹
編
『
古
代
中
世
文
学

お
わ
り
に

九



研
究
論
集
」
第
二
集
．
一
九
九
九
・
和
泉
書
院
）
、
「
永
禄
九
年

の
二
つ
の
二
十
四
孝
賛
」
（
「
語
文
」
・
一
九
九
七
・
大
阪
大
学
国

語
国
文
学
会
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）
夙
に
井
上
宗
雄
・
牧
野
和
夫
氏
ら
の
諸
論
考
で
言
及
さ
れ
て
い

た
も
の
の
、
近
年
、
武
井
和
人
・
矢
野
環
両
氏
を
中
心
に
書
誌
や

伝
来
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
考
証
が
進
ん
で
い
る
。
昌
習
見
聴
諺

集
」
孜
ｌ
そ
の
書
誌
と
伝
来
１
１
」
（
「
埼
玉
大
学
紀
要
教
養

学
部
」
第
三
十
八
巻
第
一
号
．
二
○
○
二
）
等
参
照
。
こ
の
よ
う

な
基
礎
的
研
究
を
活
用
し
た
成
果
に
、
．
天
文
廿
二
年
二
月
廿
七

日
興
福
寺
東
門
院
家
歌
会
」
を
め
ぐ
っ
て
」
亀
日
本
古
典
文
学
史

の
課
題
と
方
法
」
・
二
○
○
四
・
和
泉
書
院
）
等
の
川
崎
佐
知
子

氏
の
考
究
が
あ
る
。
な
お
「
習
見
聴
諺
集
」
本
文
の
引
用
は
財
団

法
人
前
田
育
徳
会
前
田
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
本
文
に
拠
る
。

（
３
）
連
衆
の
一
字
名
に
つ
い
て
は
『
顕
伝
明
名
録
」
や
各
種
辞
典
類

お
よ
び
「
連
歌
総
目
録
」
（
明
治
書
院
）
な
ど
を
参
照
し
た
。
な
お

聖
護
院
道
澄
は
一
字
名
「
白
」
、
大
覚
寺
義
性
も
一
字
名
「
秋
」
を

持
つ
も
の
の
、
現
存
す
る
使
用
例
は
「
白
」
は
永
禄
四
年
九
月
四

日
、
「
秋
」
は
同
年
九
月
十
九
日
興
行
の
百
韻
が
最
も
古
く
、
永
禄

三
年
以
前
の
使
用
例
は
管
見
で
は
見
出
せ
て
い
な
い
。

（
４
）
三
伝
奏
の
比
定
に
つ
い
て
は
『
公
卿
補
任
」
に
拠
る
。

（
５
）
「
お
湯
殿
の
上
の
日
記
」
及
び
『
厳
助
大
僧
正
記
』
に
拠
る
。

（
６
）
拙
稿
「
永
正
年
間
の
孝
子
賛
を
め
ぐ
っ
て
」
含
鎌
倉
室
町
文
学

論
纂
」
・
二
○
○
二
・
三
弥
井
書
店
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

追
記
本
稿
は
『
実
曉
記
」
輪
読
会
（
二
○
○
五
年
十
一
月
十
四
日
）

で
の
研
究
発
表
に
基
づ
い
て
い
る
。
島
津
忠
夫
先
生
を
は
じ
め
と

（
７
）
注
１
の
拙
稿
参
照
。

（
８
）
玄
圃
と
近
衞
家
の
関
係
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。

（
９
）
『
史
料
綜
覧
』
巻
十
・
永
禄
元
年
十
二
月
二
十
三
日
条
の
記
事
に

拠
る
。

（
蛆
）
永
禄
二
年
条
に
「
八
月
日
従
当
月
武
家
御
所
御
新
造
事
有

之
。
」
と
あ
る
。

（
Ⅱ
）
将
軍
足
利
義
輝
と
近
衞
家
一
門
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
高
梨
真

行
氏
の
論
考
「
将
軍
足
利
義
輝
の
側
近
衆
ｌ
外
戚
近
衞
一
族
と
門

跡
の
活
動
ｌ
」
（
「
立
正
史
学
」
第
八
十
四
号
．
一
九
九
八
）
が
あ

る
。

（
ｕ
）
『
惟
高
詩
集
」
の
書
き
込
み
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
は
あ
る
も
の

の
、
惟
高
の
説
を
記
き
留
め
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。

（
過
）
第
二
句
の
訓
読
は
白
居
易
の
詞
「
晩
秋
閑
居
」
の
第
一
句
「
地

僻
門
深
少
送
迎
（
地
僻
り
門
深
く
し
て
送
迎
少
に
）
」
の
表
現
を
参

考
に
し
た
。

（
必
）
こ
の
部
分
未
勘
。
本
文
に
何
ら
か
の
混
乱
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

ブ
（
》
○

（
旧
）
『
翰
林
五
鳳
集
」
巻
十
二
試
筆
和
分
韻
部
所
収
本
文
、
前
文
の

「
塵
厳
韻
」
を
「
塵
韻
」
と
す
る
小
異
が
あ
る
。

一

○



す
る
参
会
者
各
位
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
た
こ
と
を
感
謝

し
た
い
。

永
禄
三
年
正
月
の
近
衞
家
の
文
事

（
な
か
も
と
・
だ
い
本
学
助
教
授
）

一
一


